






























































語学上の新事実が含まれている。また、Sun (2003)、Tournadre (2008)、鈴木 (2009)などの先行
研究は、中国大陸部のチベット語方言研究の枠組みに対してさまざまな視点から問題を提起し
ている。評者は、これらの研究の意見を踏まえ、中国大陸部で行われているチベット語方言研






















































（蔵文 khrag）や/sa54/「髪」（蔵文 skra）のような例がある。著者は (p. 8)の説明において、足
字 rを伴う例が歯-歯茎音と対応する例を参照しつつ、足字 yを伴う形式に対応する口語が成立
する前に、rgya > rgra > /dza/および bya > bra > /sa/という音変化を経たと主張したいようであ






r をもっている例のいくつかが足字 y をもつ形式に対応するものであった可能性がある。すな























が最も多く (pp. 13-50；計 38ページ)、次いで第３章の旺藏方言 (pp. 51-77；計 27ページ)、第





















特に指摘しておくべきものは、電乃小方言の/ì/ (p. 13)、/@, (ę, ğ)/ (p. 15)と旺藏方言の/a, (5)/、/@,
(ę)/ (p. 53)という記述であろう 6。著者は実際の音声実現をできる限り記述に反映しようとする
姿勢で記述しているが、/ì/は実際に摩擦音であるかは問題があるため、解説が必要になる点で
ある。この問題は張濟川 (2009:278-282)に記述がある。次に表記の上で ( )に入っている [5, ę,
ğ]は音声学的な変異であると明記されているものの、語を表記する際には実際の音声に近いよ







に示しておく必要がある 8。しかしながら、p. 28などに見られる [rę]という表記については疑


























7 評者の音韻表記における [ę]と [ğ]の書き分けについては、鈴木 (2018)をあわせて参照。
8 このような措置の必要性については、Suzuki (2016)を参照。
9 たとえば電乃小方言に/rę33l@31/「球状のもの」という例があがっている (p. 28)。もちろん、実際の音
価が [rę]であるならば、それ自体興味深いものではある。
10 本書の扱う迭部県を取り巻く地域に分布するチベット系諸言語には、ピッチ以外の超分節音特徴を
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